
加古川中央市民病院
院内感染対策室

院内感染対策の取り組み

私たちは医療環境を整え、医療関連感染から患者さん及び

医療従事者の安全を守るため、日々活動しています。

また、保健所及び地域の医師会と連携し、新興感染症の発生等に対応

できる地域の医療体制構築において、中心的役割を担い、

感染対策の向上に努めています。

感染制御チーム・抗菌薬適正使用支援チームは、医師・看護師・臨床検

査技師・薬剤師・事務職員で構成され、それぞれの職種の専門性を生かし、

協力しながら迅速かつ組織横断的に活動しています。

院内感染環境ラウンドでは現場を訪問し、手洗い、防護具、導入した安全器材の使用状況など スタッフへの

聞き取りや現場チェックを行い、改善につなげています。

また、感染症に対する治療効果の向上、副作用防止、耐性菌出現のリスク軽減を目的とした抗菌薬の適正

使用を支援する活動をしています。

主な活動内容

委員会（月１回）開催 感染対策マニュアル作成・改定

院内環境ラウンド 感染対策に関する相談

病院職員の職業感染防止対策 感染症動向に関する広報

院内感染の発生動向の監視 職員の教育、研修などの企画、実施

抗菌薬の適正使用の周知と監視 他の医療機関との連携 など


